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　薬物（シンナー、大麻、覚せい剤など）乱用の最も恐ろしい特徴は、何度も繰り返し摂取したくなる『依
存性』を持っていることです。一回くらいならと思っても、薬物の効果がきれるとまた薬物が欲しくなっ
て自分の意志がきかなくなります。繰り返し使ううちにさらに薬物への要求は激しくなり、深みにはまっ
てしまいます。身体面だけでなく、精神面にもかなりの悪影響を及ぼします。

友だちや仲間からであっても、悪いことへの誘いはキッパリと断りましょう。

「わたしは、いりません」 ｢興味ありません」 ｢体に悪いからやめておくよ｣

　薬物乱用を始めるきっかけは、快感への追求、好奇心といったものがほとんどと思われていますが、そ
れだけではありません。 ｢元気がでる」「自信がつく」「ダイエットできる」という誘い言葉についのせ
られ、危険な薬物とは知らずに手をだしてしまうケースもあるのです。 

薬物の正しい知識をもとう！
「ダメ。ゼッタイ。」と断る勇気をもとう！

薬物依存の事例　「断ち切ることの出来ない覚せい剤（29歳・男性）」

■薬物依存とは

■薬物乱用のきっかけ

■薬物から身を守るためには

＊具体的な断り方＊

　最近、大学生などによる大麻の栽培、乱用に関するニュースを耳にします。薬物依存について正し
い知識を持ち、「絶対に手にしてはいけないものだ」ということを心に刻みましょう。

　私が覚せい剤を初めて注射したのは、18歳の時で、先輩が注射をしていたのを見て興味を持ち、軽
い気持ちで注射をして貰いました。その時、確かに身体がフワッとしたよい感じでしたが、本当のこ
とを言いますと「こんなものか。」と思ったのが実感でした。 
　しかし、覚せい剤の魅力は恐ろしいもので最初の気持ちとは裏腹に身体がフワッとした感じが忘れ
られず、段々と回数が増えてきました。 
　その結果、体がだるく仕事するのが面倒臭くなり、家庭を顧みることもなくただ、覚せい剤に溺れ、
結局これが原因で妻とは離婚となり、可愛い子供とも離れ離れになりました。それからと言うものは
一層、病み付きとなり、お金の続く限り毎日４～５回覚せい剤を注射し続けました。（中略）一度覚
えた覚せい剤は心を離れることなく、いつも耳もとで覚せい剤の悪夢が囁き、毎日が覚せい剤との戦
いでした。（中略）
　結局、今回また覚せい剤の事件で捕まってしまいましたが、私の場合、仏にすがっても覚せい剤を
断ち切ることができず一度、安易な気持ちで注射したことが私だけでなく私の家族の人生まで狂わせ
てしまい、今となっては取り返しがつきません。

引用資料：“薬物乱用者の症例等”　和歌山県健康局福祉保健部薬務課
　　　　　〈http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/050400/yakuran/kokuhaku01.html〉

あの時、断る勇気があればこんな人生を送ることはなかったのに。
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「ダメ。ゼッタイ。」君

 城里町役場　健康福祉課

　　０２９－２４０－６５５０　保健師まで

または
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